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2建物概要

建築名称 ︓栗原工業ビル
建築主 ︓栗原工業(株)
建築用途 ︓事務所（自社本社ビル）
計画地 ︓大阪市北区
設計 ︓(株)竹中工務店
施工 ︓(株)竹中工務店，栗原工業(株) 
規模・構造︓S造（免震構造） F8・P1
建築面積 ︓821 m2
延床面積 ︓6,546 m2
最高高さ ︓42.7 m
工期 ︓2018.1.15〜2019.3.18

淀川

大阪駅

計画地

電力インフラ工事を担い、社会的役割の大きな栗原工業が
次の100年を見据えた新本社ビル建替計画



コーナー窓を計画することで
石張りの重厚感だけでなく、
次の100年を見通した新しさも
表現しています

3



1号線の街並みにひときわ落ち着いた佇まいを纏う本社ビル

1号線より
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執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

中央管理室
サーバー室

車寄せ ｴﾝﾄﾗﾝｽ

屋上設備置場
・キュービクル
・非常用発電機
・空調室外機

屋上緑化太陽光パネル
＋蓄電池

免振ピット

会議室

倉庫

応接室

5断面構成

南 北

高圧開
閉器盤

打合せ
ｺｰﾅｰ



6想定浸水レベル

地域のハザードマップより、本計画地における想定浸水レベルを設定

内水氾濫時︓敷地北側で0.1~0.3m
淀川氾濫時︓敷地南側で0.1~0.3m

設定浸水レベルGL+0.3m

0.1~0.3m



7浸水対策(1)

設定浸水レベルに対して、以下の対策を実施

②設定浸水レベル以上の高さに重要設備を設置
中央管理室、サーバー室、高圧開閉器 ⇒2階に設置
重要電気設備（高圧受変電設備、非常用発電機、蓄電池、
太陽光発電など） ⇒屋上に設置
1階受水槽、雑用水槽、消火水槽、給油口 ⇒1FL+2.0mに設置

①1階床レベルの嵩上げ
北東エントランスから建物内部まで約0.3m、さらにエレベーター
に至る部分に約0.3mの高低差を設けることで、1階床レベルの浸
水対策を実施



8浸水対策(2)

①

②

①エントランス外部

②エントランス〜EVホール

※写真は製品HPより

防潮板



9浸水対策(3)

⑤

⑤受水槽室、加圧給水ポンプ

④雑用水槽、雑用水ポンプ

③消火水槽、消火ポンプ

消火水槽

雑用水槽 受水槽

オイルタンク
給油口

+2.0m

③

④



2. 設備計画コンセプトと72時間のBCP対策
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1. 建物概要と浸水対策



中規模オフィスビルおける省エネ性・
知的生産性・事業継続性向上を実現

①省エネルギー性と環境に配慮した設備システムの採用

②快適性・利便性に優れたオフィス空間の実現

③災害時72時間のBCP対応による安心・安全の向上と
省ＣＯ２の両立

CONCEPT

11設備計画コンセプト(1)



設備計画コンセプト(2)

想定される災害時インフラ停止リスクに対して、以下の対策を実施

停電
断水

下水断

3日間便所を使用可能とする受水槽・雑用水槽容量の確保
防災倉庫への飲料水備蓄上水

電気

下水

非常用発電機による重要負荷への72時間の電源供給
太陽光発電+蓄電池システムによる災害時拠点階への照明直流給電

切替バルブによる汚水貯留槽への3日間の汚水排水貯留
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①省エネルギー性と環境に
配慮した設備システムの採用

③災害時72時間のBCP対応
による安心・安全の向上と
省ＣＯ２の両立

全館LED照明

太陽光発電＋リユース蓄電池

免震構造

受水槽＋飲料水備蓄

ベース照明直流給電
（災害時拠点階）

②快適性・利便性に優れた
オフィス空間の実現

スマートエネルギーマネジメント
システム「I.SEM®」

人感センサーによる換気ファン発停制御

緊急時汚水貯留槽

雨水中水利用

昼光・人感センサーによる照明制御

高効率高顕熱型PACエアコン

屋上緑化

Low-eガラス

ﾀｽｸ・ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ放射空調
＋ﾊﾟｰｿﾅﾙ吹出口

デシカント調湿外調機
非常用発電機

簡易エアフロー

自然換気スリット

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

会議室 応接室

倉庫会議室 打合せｺｰﾅｰ

車寄せ ｴﾝﾄﾗﾝｽ

屋上設備置場

免振ピット

H29年度第1回
サステナブル建築物等先導事業
（省CO2先導型）採択
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＜非常時の給電フロー＞

発電機

受変電設備太陽光発電

大会議室

執務室 WC

WC

人荷用
EV

執務室

給水ポンプ
雑用水ポンプ 受水槽

サーバー室・中央管理室

雑用
水槽

8F

7F

3F

2F

1F

PCS

EV

蓄電池

災害時
拠点階

免震構造

非常用発電機

72時間BCP対策(1)

・非常用発電機（300kVA）により、重要負荷エリアに対する72hのBCP電源を確保
・重要機器は想定浸水深以上（1FL+2.0m）に設置
・発電機停止後も、太陽光＋蓄電池＋EVにより3階拠点階への電源供給が可能

太陽光発電
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給水本管

WC

WC

受水槽 雑用
水槽

汚水
貯留槽

1F

8F

7F

3F

下水本管

給水ポンプ・中水ポンプを発電機で稼働し、
要所のWCへ給水

下水本管破断時はバルブ切替により
汚水貯留槽へ放流

72時間BCP対策(2)

＜非常時の給排水フロー＞

中水ポンプ給水ポンプ

・3日間便所を使用可能とする受水槽および雑用水槽容量の確保
・切替バルブにより、地下の汚水貯留槽へ3日間の汚水排水貯留が可能
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【主な機能】
①停電時における太陽光発電、蓄電池、

電気自動車等の電力最適利用（BCP）

②BEMS機能による、エネルギーマネジメントと
見える化（省エネ）

③蓄電池等によるデマンド制御（省エネ）

④将来的な電気料金メニュー多様化等への対応
（デマンドレスポンス等への対応） （省エネ）

DC
AC

PCS

太陽光発電

蓄電池

EV/FCV

負荷
予測見える化 DR/

VPP

CEMS

BA,BEMS

MSEG
制御

デマンド
制御

情報プラットフォーム

将来対応

BEMSパソコン （左）リユース蓄電池盤
（右）PCS盤

太陽光発電 EV充放電器盤

6

多様な直流電源設備を直流のままで統合・制御し、建物に電力供給

16太陽光発電+蓄電池による電源供給システム(1)
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非常用発電機置場

DS

非EV

階段A

給気風道

設備予備スペース

乗降ロビー兼付室

階段E

前室

PS

1

5

1

10 13

56

7

R 5,000

点検歩廊

ウッドデッキ（人工木材）

PS配管取出口

PS配管取出口

EPS配管取出口

EPS配管取出口

目隠しフェンス
FL+4,030まで

DS配管取出口

DS配管取出口

給気口

排気口

上部庇

目隠しフェンス

たてどい
75φ

RD150φ

RD150φ

RD100φ

手摺 H=1,100

RD150φ

吊環 @3,600

吊環 @3,600

点検扉
W900 H1,200

点検扉
W600 H1,200

たてどい75φ
養生ブロック

アルミ笠木
塗膜防水

吊環（床スラブ設置）

吊環

たてどい
75φ

点検扉
W600 H1,200

植栽

キュービクル

+930

排煙ファン

+890

ＰＣＳ盤 蓄電池盤

太陽光発電パネル

非常用発電機

水勾配
1/100

+120

水上

+20

水下

+120

水上

+150水上

水勾配
1/100

水勾配
1/100

+120

水上

水上

+150

燃料油庫

水勾配
1/100

水勾配
1/100

水勾配
1/50

水勾配
1/50

水勾配
1/50

+890

+35

+930

DS

5.94

1
0
.
6
8

36

4
.

2
0

1.04

線

隣
地

境
界

線

（左）リユース蓄電池盤
（右）PCS盤

太陽光発電

EV充放電器盤

DC/AC変換器 50kVA
PV用DC/DC変換器 10kW
蓄電池用DC/DC変換器 50kW
EV用DC/DC変換器 10kW×2
直流分電盤用DC/DC変換器 10kW

②蓄電池盤
リチウムイオン蓄電池
（リユースバッテリー）

72kWh
（18kWh×4）

③EV充放電器盤 屋外自立型 CHAdeMO準拠 10kW×2
④太陽光発電 多結晶シリコン 10kW

①PCS盤

3
※1階
駐車場
に設置

7

N

1 2
4

17太陽光発電+蓄電池による電源供給システム(2)



災害時拠点階（3階）の照明を直流電源対応器具とし、直流電源からの直流給電により点灯
⇒ 当該エリアに対し発電機停止後も、継続的な電源供給が可能

18太陽光発電+蓄電池による電源供給システム(3)

✕

✕

災害時拠点階



人感＋明るさセンサー制御により、机上面500lxに制御

19太陽光発電+蓄電池による電源供給システム(4)



各種電源のリアルタイム制御状況を中央監視画面にて見える化

太陽光発電+蓄電池による電源供給システム(5) 20



ご清聴ありがとうございました

まとめ 21

Ⅱ 重要設備は1階床レベルより、さらなる高さレベルに設置
・中央管理室、サーバー室、高圧開閉器を2階に設置
・重要電気設備（高圧受変電設備、非常用発電機、蓄電池、太陽光発電など）を屋上に設置
・1階受水槽、雑用水槽、消火水槽、給油口を1FL+2.0mに設置

Ⅰ 地域ハザードマップから浸水レベルを設定し、浸水しない1階床レベルを決定
・浸水レベルGL+0.3mに対し、エントランスから+約0.6mを1FLに設定

Ⅲ 想定される災害時インフラ停止リスクに対して、72時間のBCP対策を実施
・非常用発電機による重要負荷への72時間の電源供給
・太陽光発電+蓄電池システムによる災害時拠点階への照明直流給電
・3日間便所を使用可能とする受水槽・雑用水槽容量の確保
・防災倉庫への飲料水備蓄
・切替バルブによる汚水貯留槽への3日間の汚水排水貯留


